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（１）産業と環境                                    

 

【現況と課題】 

○ 本町における自然環境（海、河川、池沼、里山等）は、生活、産業面の活動から多様な影響を受け

ていますが、大きな工場の少ない農業中心の地域です。 

 

○ 近年、地球規模の気候変動や生物多様性保全といった、自治体の枠を越えた環境課題への対処を求

められています。持続可能な社会を築いていく上で、良好な環境の保持は欠かせない要件です。 

 

○ 環境破壊は人間の利便性を求めた結果引き起こされたことと考えられます。環境再生もまた３Ｒ

（注）を意識した環境産業、環境ビジネスによって推進される時期にあります。一宮町も企業、住

民、行政が協力して、環境に与える負荷の少ないまちづくりを推進する必要があります。 

 

【基本方針】 

環境対策は広域での取り組みが必要であり、千葉県、周辺市町村、経済団体、住民と密接に連携

し、地球温暖化、地域気候変動対応、公害対策、生物多様性や自然景観や歴史文化環境の保護保全

を推進します。これらの課題の取り組みに関しては、情報提供を通じて地域環境意識の向上を促進

し、自然環境にやさしいまちづくりを推進します。 

 

【計  画】 

① 各産業の取り組み支援 

 商工会、農協等の経済産業にかかわる団体とも連携し、各産業分野での次のような取り組みを官民

協力体制のもとで支援します。                 （まちづくり推進課・事業課） 

 

農林業分野 
用排水環境の整備、有機農法の普及促進、省エネ対策、耕作放棄地対策、

農業・林業系廃棄物の３Ｒ化。 

土木・建設業 
開発整備にかかわる適切な環境アセスメントの実施への協力、省エネ対

策、廃棄物の３Ｒ化対策（建設資材、残土処分等）。 

工業  省エネ・省資源対策、廃棄物の３Ｒ化、公害対策。 

商業・サービス業 店舗その他、商業施設における省エネ、省資源対策。 

商店街 
エコ商店街のビジョン形成、街路・施設・景観の改善、エコ化・省エネ、

省資源化、遊休地の緑地化、空き店舗の活用。 

公共機関 学校、病院、その他の公共機関・施設での環境対策の推進。 

＊３R とは――循環型社会の基本原則としてあげられているのが３R です。３つのR とは「廃棄物の発

生を少なくする（リデュース）」「一度使って不要になった製品や部品を再利用する（リユース）」「出

た廃棄物を再利用する（リサイクル）」のこと。 
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（２）環境保全                                    
 

【現況と課題】 

○ 本町の自然環境の特色は、海洋性気候のもと、温暖な気象条件に恵まれていることにあります。多

様な自然景観を持つ海岸地域、丘陵地域（里山）、一宮川下流・干潟は、「県立九十九里自然公園」

に指定されています。７ｋｍにおよぶ海岸の砂浜には貴重な生物が生息し、一宮川河口付近の干潟、

葦原、湿地は各種の渡り鳥の営巣地として知られています。しかし海岸地域では砂浜の侵食が進み、

その対策が急がれます。防災林の松くい虫被害も深刻で、防除対策と植林の継続は欠かせません。

白砂青松の海岸の再生を図るため自然に配慮した環境保全の取り組みは「緑と海と太陽の町」を守

るために欠かせません。一宮川河口では上流域からの廃棄物漂着が目立ち、河川環境への影響が懸

念されています。 

 

○ 本町域の平地には豊かな水田が広がり、溜池、鎮守の森が点在し、緑の多い田園風景を形づくって

います。丘陵地域の森には農業用溜池が点在し、丘陵間には谷津が開けています。しかし近年、丘

陵地の森では、本来の植生が後退し竹林の増加が目立ち、森の荒廃が顕著で自然環境への影響が懸

念されます。 

 

【基本方針】 

本町の恵まれた自然景観を適切に保全し、後世に伝えるとともに、生活、産業面での持続的な活

用を図ります。砂浜の侵食対策としては地域住民の意見を反映しながら対策を推進します。 

房総地域特有のマキ（県木）の生垣やクロマツ（町木）や船頭給地区の水神社の大銀杏（町指定天

然記念物）や街路樹、また上総一ノ宮玉前神社をはじめとした神社、仏閣の緑があります。町全域

の緑を保全するとともに、環境教育を通じて環境にやさしい人づくりを進めます。 

 

【計  画】 

① 里山環境保全 

 町営憩いの森や洞庭湖周辺等、美しい里山を維持するため、住民協働による清掃草刈り作業を推進

します。                                   （事業課） 

 

 軍荼利山植物群落の保全を推進します。                      （教育課） 

 

② 一宮川自然環境整備 

 一宮川河口付近の干潟、葦原、湿地の生態系保全のための計画づくりについて千葉県に要望してい

きます。 

 

 一宮川整備計画に合わせて拡幅工事後の一宮川の岸辺環境整備について、千葉県に協力や支援を要

望していきます。 

 

 一宮川水質保全、漂着廃棄物については千葉県とともに環境対策を検討します。 

                                         （事業課） 
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③ 九十九里海岸自然環境保全 

 九十九里浜砂浜侵食対策を継続的に推進していきます。 

 

 生物多様性基本法の理念に基づき、一宮海岸景観やアカウミガメ等の九十九里海岸エリアの多種多

様な生物の保護保全に努めます。                        （事業課） 

 

④ 水田地帯自然環境保全 

 水田所有者、関係機関と連携し、水田保護・保存、用排水環境整備を推進します。 

（事業課） 

 

⑤ まちなか環境整備 

 道路の街路樹や、民間の生垣（マキ）・クロマツ・大銀杏・屋敷林等、まちの景観整備は住民と協

働して推進します。                              （事業課） 

 

⑥ 環境教育 

 「ふるさとの自然に親しむ」をテーマにして、各世代にわたる「環境にやさしい人づくり」を進め

ます。 

 

 大人や子どもを対象に、セミナーやフィールドワーク等の環境教育を推進します。 

                                  （教育課・事業課） 
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（３）自然資源                                     

 

【現況と課題】 

○ 一宮町を含む長生郡市には、地域の発展に不可欠な多様な自然資源が存在します。自然資源は、自

治体の枠を越えた地球環境、資源問題、生物多様性といった観点から、その保全とともに有効な活

用を図ることが求められています。 

 

○ 本町と近隣地域における水資源確保は、先人たちの努力により整備された両総用水、溜池群により、

当面は懸念される状況にはありません。 

 

○ 本町において特に留意すべき自然資源としては、次の３種類が考えられています。 

i. 自然エネルギー資源（風力、小水力、太陽光、潮力、海水波力） 

ii. 水資源（河川、溜池、両総用水、地下水）。 

iii. 森林資源（里山地域の森、町なかの樹木等、海岸地域の松林）。 

  

【基本方針】 

地域に広く存在する多様な自然資源については、「躍動する緑と海と太陽のまち」のスローガン

としたまちづくりに配慮しつつ保全を図るとともに、地域生活、産業面での発展、今後のまちづく

りの分野で自然資源を有効活用する方法の調査研究に取り組みます。 

 

【計  画】  

① 自然エネルギー  

 本町における生活・産業分野でのエネルギー長期需給、及び国等の地球温暖化対策、脱化石燃料化

の動向を見定めて、化石燃料の代替として適切な自然エネルギーの利用調査を検討します。家庭、

産業、まちづくりの分野での省エネ、太陽光・太陽熱利用等自然エネルギー導入の調査検討に取り

組みます。                                  （事業課） 

 

② 水資源  

 引続き本町の水資源長期需給の動向を注視しつつ、安定的な確保を長生郡市広域市町村圏組合に要

望していきます。                          （まちづくり推進課） 

 

 生活・産業分野での水利用にかかわる「節水対策（省資源）」、「水資源有効活用」を促進するた

めの啓発等、継続的な活動を支援します。                    （事業課） 

 

③ 森林資源 

 森林の持つ多様な機能に配慮しながら、その有効かつ適正な利用、育成を図ります。里山地域の

森は観光資源、水資源涵養、林業資源として、その活用を研究します。 

 

 海岸地域の松林や町なかの緑については、景観資源としてその活用を研究します。 

                                （事業課） 


